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はじめに 
 

 

このたびは、LAOCOM S Separate 100 をお買い上げいただきましてありがとうございま

す。本品は、以下のような特徴を持つ競技用車両計測器です。 
 

① ラップタイムの計測とディスプレイでの結果表示：999周回までメモリー出来ます。 

② 区間タイムの計測と表示(BEST 区間タイム表示可能)：最大６区間まで計測できます。 

③ エンジン回転数の計測と表示(MAX-MIN 表示可能)： 

  ※ダイレクトイグニッションの場合、RPM 計測ができない場合があります。 

④シフトインジケーター・各種アラーム機能：シフトポイントなどの５段階任意設定が

可能。 

⑤車速の計測と表示(MAX-MIN 表示可能)：※車速センサはオプションです。 

⑥温度の計測と表示(MAX-MIN 表示可能)：２ポートまで ※温度センサはオプションで、

専用の水・油温センサおよび各種Ｋ型熱電対センサが使用可能です。 

⑦ エンジンランニングタイム計測と表示 

⑧ オドメーター機能 

⑨ 走行データのロギング：※メモリーカードが必要です。 

⑩ 充電運用：最長 10 時間運用可能。急速充電機能付き。 

⑪ バッテリーアラーム：バッテリー残量が少なくなると、Vが点滅してお知らせします。

点滅後、約 1時間で、電源が自動的に切れます。※走行中の表示データ項目に、内蔵

バッテリー電圧(V) を選択している場合は点滅しません。 

⑫ 電源オート OFF：バッテリー残量が使用可能限界点に達した時点で、自動的に電源を

OFF します。速やかに充電を行ってください。 
 
 
 

安全にお使いいただくためにかならずお守り下さい 
 
＜表示の説明＞ 

 
警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容を示しています。 

 
注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定
される内容および物的損害の発生が想定される内容を示しています。 

 
お願い 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、本製品が持つ本来の性能を
発揮できないことや機能停止をまねく内容を示しています。 

 
 
＜ご注意＞ 
１． 本書の一部または全部を無断で転載、複写することは硬くお断りします。 
２． 本書の内容は予告なしに変更することがあります。 
３． 本書の内容について万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどにお気づきの点がありまし

たらご連絡ください。 
４． 本製品の運用した結果および故障、誤作動、あるいは外部要因により生じた結果につ

いては責任を負いかねます。 
５． 本製品を当社の許可なく分解・改造を行った場合、製品に対する保証を負いかねます。 
６． 本製品は、競技用車両以外では使用しないでください。 
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１．ご使用上の注意 
 

● 本機を分解・改造しないでください。火災・感電・故障の原因となります。 
 
● もし、煙がでている、変なにおいがするなどの異常が発生したときは、すぐ

に電源からプラグを抜いてください。 
● お手入れをするときは、電源からプラグを抜いてください。抜かないでお手

入れをすると、感電の原因となることがあります。また、電源プラグについ

たほこりは定期的にふき取るようにしてください。そのまま放置すると火災

の原因となります。 
● 近くに雷が発生したときは、電源プラグをコンセントから抜くとともに本機

に接続されているケーブルを取り外し、ご使用をお控えください。 
 

 

警告 

● 本機は、水につけたり、雨等に濡れることのないようご注意ください。火災・

感電などの原因となります。 
● 濡れた手でコンセントに触れないように注意してください。感電の原因とな

ります。 
● ＡＣアダプタを加工したり、電源やセンサのコードを曲げたり、ねじったり、

傷つけたり、熱器具に近づけて加熱しないように注意してください。 
● 指定の電源電圧以外では、絶対に使用しないでください。火災・感電などの

原因となります。電源コンセントに他の電気器具を同時に接続する場合は、

合計電流値が規定をこえないように注意してください。 
● 引火性ガスの発生場所では、電源を入れないよう注意してください。発火の

原因となります。 
● 使用を禁止された場所では使用しないように注意してください。 
 

 

 

注意 

● 付属のＡＣアダプタ以外は使用しないでください。 
● ＡＣアダプタはコンセントに確実に差し込んでください。ＡＣアダプタのプ

ラグに金属などが触れると火災・感電の原因となります。 
● ＡＣアダプタを抜くときは、必ずＡＣアダプタ本体を持って抜いてくださ

い。コードを引っ張るとコードが傷ついて火災・感電の原因となります。 
● ご使用の前に本取扱説明書を必ずお読みください。 
 

 

 

お願い 

● 動作中に接続コードが抜けたり、振動などにより接続が不安定になると誤動

作の原因となります。また、コネクタの接続部にはストレスがかからないよ

う注意して取り付けてください。 
● 内蔵バッテリーは規定の時間を越えて充電しないでください。 
● 内蔵バッテリーを完全に放電するとバッテリーの性能が極度に低下すると

ともに本機の各種メモリーが消失しますので注意してください。 
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２．商品の確認 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  

S Separate 100 本体とディスプレイ 回転パルスリード AC アダプタ 
 
 
 
 
 
 

 
マグネティックスイッチ 

 
 
 
 
 

マグネティックセンサ 

 
 
 
 
 
 

 
高感度 OPT センサ 

 

・ 取扱説明書(本書) 

・ 保証書 
 
 

ラップタイム用センサ（上記から一つ選択）  
※ ラップタイム用のセンサに高感度 OPT センサを選択した場合、オプションのトランスミッタが必要です。 
※ 回転パルスリードは、ECU 用のケーブルに交換可能です。 
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３．各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. POWER ランプ 

本機の電源が入っているときに点灯します。 

2．通信ポート 

テレメトリー用通信機器 や GPS レシーバを接続します。 

弊社製 IP 通信アダプタを接続することで FOMA パケット通信網を利用してエンジン回転数、速度等の走行デー

タをピットなど遠隔地でリアルタイムに確認ができます。 

3．充電モニターランプ 

   付属の AC アダプタで内蔵バッテリーを急速充電しているときに点灯します。 

4．充電ジャック 

  付属の AC アダプタのプラグを接続します。 

5．スイッチ１・２ 

   本体メモリーのパラメータをメモリーカードへ保存、または、メモリーカードのパラメータを本体メモリーに

転送するときに使用します。 

6．GPS アンテナ端子 ※ S Separate 100 Plus のみ 

   GPS アンテナを接続します。 

7．REV 端子 

   エンジン回転数の計測をするために、付属の回転パルスリードを接続します。 

8．SPEED 端子 
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   車速を計測するために、オプションの車速センサを接続します。 
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9．AXIS 端子 

   横 G・前後 G を計測するために、オプションの G センサを接続します。 

10．BEACON 端子 

  LAP タイムを計測するために、付属の LAP センサを接続します。 

11．DISPLAY 端子 

    付属のディスプレイを接続します。 

12．電源スイッチ 

    LAPCOM を内蔵バッテリーで運用するときの電源スイッチです。 

  外部 DC12V 電源で運用するとき、電源スイッチを ON した状態で外部 DC12V 電源を切断した場合は、外部

DC12V 電源の遮断と同時に内蔵バッテリーに切り替わって運用を続けます。 

13．メモリーカード挿入口 

  メモリーカードを挿入します。 

14．DC12V 端子 

  車載バッテリー（DC12V）で運用する際にオプションの 05841 外部バッテリー接続コードを接続します。結

線の際は、あらかじめ車載バッテリーからターミナルをはずし、ショートの危険を避けて作業してください。 

15．THROT 端子 

  主してスロットル開度を検出するために、オプションの変位センサを接続します。 

16．STR 端子 

  主してステアリング舵角を検出するために、オプションの変位センサを接続します。 

17．TMP1 端子 

  各種温度を計測するために、温度センサを接続します。 

18．TMP2 端子 

  各種温度を計測するために、温度センサを接続します。 

19．PRESS1 端子 

  油圧などを計測するために、オプションの圧力センサ接続します。 

20．PRESS2 端子 

  油圧などを計測するために、オプションの圧力センサ接続します。 

21．EXTRA 端子 ※ S Separate 100 Plus のみ 

  5 チャンネルアナログ入力が可能です。 

22．インフォメーションランプ 

  設定した回転数でタイミングを知らせるシフトランプとして点灯します。 

23．ステータスランプ 1 
    温度や圧力の設定された下限アラームを下回ると点灯します。 

24．SHIFT キー 

    パラメータ設定画面に切り替えるとき、MODE キーと併用して使用したり、データの確認などに使用します。 

25．MODE キー 

    パラメータ設定画面に切り替えるとき、MODE キーと併用して使用したり、データの確認などに使用します。 

26．ステータスランプ 2 
    温度や圧力の設定された上限アラームを上回ると点灯します。 

27．SET キー 

  パラメータ設定画面で、入力したい数値を選択するときなどに使用します。 

28．CLEAR キー 

  キーを押すと各モードから初期画面に戻ります。 



メモリーカードの装着 
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メモリーカード挿入口 

 

 

 

 

 

 必ず CLEAR キーを
押してから、メモ
リーカードを引き
抜 く 。
 

 

 必ず CLEAR キーを
押してから、メモ
リーカードを引き

 

 

 

 

 

 

※  メモリーカードのラベル貼付部分が、凹状になっていないカードの場合、ラベルが

挿入口に引っかかり、カードが抜けなくなる場合があります。ラベル貼付部分が凹

状になったカードをご使用することをお奨めします。 

 

 ※ メモリーカードのメーカーによっては正常に動作しない場合があります。 

 

１． メモリーカード挿入前に、CLEAR キーを押して [READY] が表示されているのを確認

してください。 

２． メモリーカードを、カチッと音がするまで、しっかりと入れます。 

３． 取り外す時は、CLEAR キーを押して [READY] が表示されているのを確認してくださ

い。 

４． メモリーカードを押すと、メモリーカードが少し出ますので、そのまま引き抜いて

下さい。 

 

※ メモリーカードを引き抜く前に、必ず CLEAR キーを押して [READY] が表示されてい

ることを確認してください。[READY] が表示されていない状態で、メモリーカードを

引き抜くと、データの破損やメモリーカードの破損につながります。 
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４．本体の充電方法 

１． 必ず電源を OFF にして、付属 AC アダプタの DC プラグを、本体の充電ジャックに

差し込んでください。 

２． 付属 AC アダプタをコンセントに差込むと、急速充電が始まります（充電モニター

ランプが点灯）。急速充電終了後（充電モニターランプが消灯）、そのまま 2～3 時

間のトリクル充電を行い満充電の状態にしてください。※ 急速充電だけでは満充

電できません。補助的な機能としてご利用下さい。 

 

※お買い上げ後、初めてご使用される前には、初期充電を必ず行ってください。急

速充電終了後 14～15 時間のトリクル充電を行い、満充電の状態にしてください。 

※バッテリーの温度が本体装置の温度より高温のときは、安全装置が働き、充電を

開始することができません。バッテリーの温度が下がるまで待って充電を開始し

てください。 

 

 注意: 内臓電池の性能が低下することがありますので、以下のことを必ず守ってください。 
●急速充電終了後は、AC アダプタの DC プラグを本体に挿したまま、長時間放置しな
いでください。 

●5℃～40℃の温度範囲で充電してください。 
 
完全に充電すると、バッテリーで最大約 10 時間運用できます。使用中に電池がなくな
ると、ディスプレイ上で V のコメントが点滅し、オートパワーオフ機能が作動して
POWER ランプが消えます。充電を行う前に再び電源スイッチを ON にするとオートパ
ワーオフ機能が作動しない場合があり、内蔵電池の完全放電により内部メモリーのデー
タが消失する場合がありますのでご注意ください。 

 
お買い上げ直後や長時間使用しなかったときは電圧が低下していますので、ご使用の前
に充電してください。その際に充電モニターランプが点灯しないでトリクル充電の状態が
続き、しばらくしてから急速充電を開始する場合がありますが、異常ではありません。ま
た、内蔵電池が消耗しているにもかかわらず、急速充電がすぐに終了してトリクル充電状
態になるような現象が数回続く場合は、約 15 時間のトリクル充電後、電源スイッチを
ON にして放電する作業を数回繰り返して、内蔵電池を活性化させてください。 

 
＜重要＞ 

● 本体をご使用後、長時間お使いにならない場合は、満充電してからおしまいください。
本体の電源が OFF になっていても、内臓電池は少しずつ消費されます。長期間放置
しておくと完全放電してしまいますのでご注意ください。次にご使用される前には、
必ず充電してからお使い下さい。 

 
● カレンダーや内部メモリーに保存されているラップタイム関連のデータは、満充電の

状態から約 1.5 ヶ月～２ヶ月で消失します。継続して保持するには、１ヶ月に１度程

度充電をしてください。 

 

 

 



５．取り付け 

１．コントロールユニット 
 

１． コントロールユニットの底面をマジックテープなどで固定してください。 
 
２． コントロールユニットを、運転の妨げにならない場所に取り付けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コントロールユニットの底面を

マジックテープなどで固定して

ください。 
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２．ディスプレイ 
 
１． オプションのマウントパネルを、ディスプレイへ４本のネジで固定してくださ

い。 
２． マウントパネルを、ステアリング又はインストゥルメントパネルへ取付けてく

ださい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マウントパネルＴタイプ マウントパネル 

どちらかを選択 
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３．マグネティックスイッチ（カート用磁気センサ） 
１．センサを、フロアパネルに両面テープなどで、センサ先端が進行方向を向くように

貼り付けてください。(取付図参照) しっかりと固定する場合は、M4 のネジ又はタ
イラップなどで固定してください。※M4 のネジやタイラップは付属していません。  

２．センサは、メインフレームから 5cm 以上はなしてください。 
３．磁気センサのコネクタを、コントロールユニットの LAP 端子に接続してください。

このとき、電源スイッチが OFF であることを確認してください。電源スイッチが
ON になっている場合、LAP カウントが自動的に始まる場合がありますが、エラ
ーではありません。CLEAR キーを押してカウントを止めてください。 

 
注意：点火コイルやプラグコードなどの磁気を発生するものからは、出来るだけ遠ざ
けて下さい。 
エンジン回転数検出用パルスリードとは、接触しないようにケーブルを処理して下さ
い。カートでご使用のお客様は、フレームが磁化している場合がありますので特に注
意してください。 

前方または後方

M4 ネジ 

タイバンド

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜マグネティックセンサ（高感度 ２輪・４輪用）＞ 
１．センサを、樹脂製サイドステップなどの非金属部分に両面テープなどで、センサ

先端が進行方向を向くように貼り付けてください(取付図参照)。さらに、センサを
ガムテープ等で覆うか、M4 のネジ又はタイラップなどを使ってしっかりと固定し
てください。※M4 のネジやタイラップは付属していません。 

２．地面からの高さが、１５ｃｍ以下になるよう取り付けてください。センサの感度
はコースに埋設されている磁気のタイプによって変わりますので、走行時に安全
かつ出来るだけ低い位置に取り付けてください。 

３．磁気センサのコネクタを、コントロールユニットの LAP 端子に接続してください。
このとき、電源スイッチが OFF であることを確認してください。電源スイッチが
ON になっている場合、LAP カウントが自動的に始まる場合がありますが、エラ
ーではありません。CLEAR キーを押してカウントを止めてください。 
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マグネティックセンサ 
(高感度 2 輪・4 輪用) 

センサ感知範囲 

150mm 
以下 

※ センサ上面を下側にしても可 

タイバンド 
前方又は 
後方 

M4 ネジ 

＜ミニバイクへの取付例＞ 
上記写真の例では、バイクのアンダーカウル内

側に、水平に取り付けています。 ※ 写真はア

ンダーカウルを分割した状態です。 

４．回転パルスリード 
１．カート用エンジンでは、プラグキャップを抵抗入りのノイズ防止対策品（NGK 

LB05EMH または同等品）と交換するかあるいは抵抗入りプラグを装着して使用
してください。 

２．多気筒エンジンでの回転数測定では、すべてのプラグコードが集まっている付近
やイグニッションコイルのコードなど、正常に回転表示される部分へクリップし
てください。 

３．パルスリードのコネクタをコントロールユニットのＲＥＶ端子と接続してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意：回転パルスリード線からマイクロコンピュータに進入する、有害なプラグス
パークにともなうパルスを減衰・消滅させるために、パルスリード線とクリップは
ハンダをしないでカシメによる接続をしています。万一接続部が破損して修理をす
る場合は、リード線とクリップを電気的に接触させないよう注意してください。 
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５．車速センサ （※車速センサはオプションです。） 
１．アクスルやホイールなど車軸回転部へ付属のマグネットトリガを配列してくださ

い。個数は 4 個～10 個くらいが一般的で、とくに制限はありませんが、車速パル
ス長＝（タイヤの外円周÷配置個数）が 100mm 以上 999mm 以下となるような
個数を設定してください。 

２．マグネットトリガをテーピングなどで固定してください。ホイールやスプロケッ
トなどにマグネットトリガを埋設する場合は、穴加工などによる強度低下に注意
してください。 

３．メインフレームのブレーキ側ベアリングホルダーの外側などに、センサ先端をマ
グネットに接近させて取り付けてください。接近させすぎて接触すると破損しま
すので注意してください。取り付け条件にもよりますが、約5mm以下の間隔で取
り付けてください。（車速センサ取付例写真参照） 

４．車速センサのコネクタをコントロールユニットの SPEED 端子と接続してください。 
※センサ取り付け用のステー、ネジなどは付属していませんので、各自ご用意下さい。 

   
注意：センサを取り付ける際、センサ本体上部の樹脂部を工具で挟んだり、ねじった
りしてストレスをかけないように注意してください。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 カートへの取付例 二輪への取付例 
 
 
 
 ６．水・油温センサ （※水・油温センサ、ホースジョイントはオプションです。） 

１．ラジエーターホースを切断し、ホースジョイントの両端をホースの切断箇所に差
し込み、金具などで固定します。 

２．センサ先端をホースジョイントに差し込みます。センサのケーブル部分を、下図
のように丸くしならせ、必ず緑のコネクター部分両端をタイバンドなどでホース
に固定します。 

３．温度センサケーブルを、車両のラジエーターホース側に取回し、数箇所固定します。 
４．水・油温センサのコネクタを、コントロールユニットの TEMP 端子に接続してく

ださい。 
 
注意：温度センサケーブルをエンジン側に通したり、センサの取り付け位置をヘッ
ド付近にされますと、エンジンノイズの影響で計測不良を起こす事があります。 
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コネクター両端
を固定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

７．プラグ座温センサ （※プラグ座温センサはオプションです。） 
１．スパークプラグを外し、リングを取り外します。 
２．センサ先端のリングが、スパークプラグに適合することを確認します。センサリ

ングをスパークプラグにはめ込みます。 
３．スパークプラグを元の位置に戻し、締め付けて固定します。 
４．ヘッドの冷却フィンに穴加工し、センサを固定してください。 
５．センサのコネクターを、コントロールユニットの TEMP 端子に接続してください。 
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冷却フィンにセ
ンサを固定する。

 
 

 

８．吸・排気温センサ （※吸・排気温センサはオプションです。） 
１． エキゾーストパイプに穴を開け、エキゾーストパイプと同種金属の M5 または

Rc1/8 のめねじを溶接します。チャンバー等が鉄製の場合は、鉄製ナットを溶接
してから付属の M5 または 1/8PT ステンレス製ナットをねじ込みます。※溶接用ナ
ットは付属していません。ホームセンターあるいはインターネットなどでご購入
下さい。 

２．センシング部分先端がエキゾーストパイプの中心に来るように突き出し量を調整
します。 

３．もうひとつのナットをレンチなどでしっかりと締め、センサを固定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

05792 吸・排気温センサ カート用 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９．Gセンサ （※Gセンサはオプションです。） 
 
 
１． センサ先端を進行方向に向け、前後左右が水平になる場所へ、強力な両面テープ

などで固定して下さい。センサをガムテープ等で覆うか、M4 のネジ又はタイラッ
プなどを使ってしっかりと固定してください。※M4 のネジやタイラップは付属し
ていません。“走行中のデータ表示項目の選択”を参照し、前後左右のＧ値を確
認してください。ディスプレイのモニター上でＧ値が０．００より多少ずれてい
ても走行中に補正されます。（出荷時０．００～０．０４） 

 
 ＜カートなどに取り付けて誤作動する場合＞ 

センサに強い振動などがかかると、誤作動を起こす場合があります。低反発ウレ
タン(スポンジ等)をはさんで、振動を吸収するようにしてください。 
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１０．GPSレシーバの接続方法 （※GPSレシーバはオプションです。） 
 
１． GPS レシーバの上面（ロゴが表示されている面）を天空に向かって水平に設置しま

す。 

GPS 衛星からの電波を受信しやすい場所へ設置してください。 

２． 12V バッテリーに接続する場合は、電源プラグの赤をバッテリーのプラス（＋）へ 

黒をマイナス（－）に接続します。 

バッテリーレス車の場合は、電源プラグの赤をバッテリースナップのプラス（＋）

へ 黒をマイナス（－）に接続し、バッテリースナップに角型 9V 電池(006P) を

接続します。 

※ 使用可能電圧は、DC 7.5V ～ 14.5V です。 

３． 電源プラグを GPS レシーバへ接続します。 

４． 通信ケーブルをラップコムの通信ポートへ接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12Vバッテリー又

は角型 9V 電池を

使用します。 

電源プラグ 

バッテリー

スナップ 

GPS レシーバ 

通信ケーブル 

LAPCOM 

通信ポート 

 

５． ラップコムのパラメータを設定します。 

４６ページ「１８－－１ GPS レシーバの通信速度を設定します。」を参照してく

ださい。 

 

※ 詳しい使用方法は、GPS レシーバの取扱説明書をご覧ください。 
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１１．外部バッテリー接続コードの接続方法  
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1. 赤・・・DC12V（+） 

※ 外部ＤＣ12V 電源使用時の

消費電流は、50mA になります。

(バックライト点灯時は、

100mA) 

2. 黒・・・（-） 
 
 
 

 
 

キースイッチと連動して運用する場合の注意 

ロギング中に、キースイッチ（ラップコム本体）をOFFするとロギングデータが破損しま
すので下記の 1、2 を併用して回避するように運用してください。 
 
1. ロギングの自動終了の設定（パラメータNo 7-1 7-2 7-3） 
 

ピットインしてキースイッチ（ラップコム本体）を OFF する前にロギングが終了する
ような設定が必要です。 
または、CLEAR キーを押し、手動でロギングを終了させてください。 

 
2. 充電されているバッテリーと併用して運用 
 

キースイッチを OFF した瞬間、ラップコム本体の電源は内蔵バッテリーに切り替わり運
用を継続します。 
 
1. 本体の電源スイッチをあらかじめ ON にしておきます。 
2. キースイッチを ON にします。 
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１２．ＥＣＵ車速／回転数信号 接続方法 

 
※ 各信号は矩形波（パルス）とします。 
 
［ご注意事項］ 
① LAPCOM は、外部 DC12V 電源で使用してください。 
② LAPCOM を ECU 専用回路に変更する必要があります。 
③車種・仕様によっては、計測できない場合があります。 
④改造車（電気系統・追加メーターなど）で正常に計測できない場合があります。 
⑤ＥＣＵ接続についてのお問い合わせ時には、ＥＣＵ信号解説書をご用意の上ご連絡下さ

い。（配線図のみでは解答致しかねます） 

 
「エンジン回転数」 
１． ＥＣＵから回転信号が出ていることを確認して下さい。 

回転信号の電圧レベルが低い場合には 別途弊社オプションの［増幅型パルスリー

ド］が必要になります。 
※ 回転表示が安定しない時 信号ラインに 1kΩ～3kΩの抵抗を繋ぐことで表示が安定

する場合があります。 
２． 添付の ECU RPM 信号用ケーブルの、赤色線を ECU の回転信号に接続してくださ

い。対応信号電圧 4V～12V 
３． LAPCOM のタコメーターポジションを設定します。 
 
「車速」 
１． 添付の ECU 車速信号用ケーブルの、白色線を ECU の車速パルス信号に接続しま

す。 
２． 車両の車速パルス数を確認し車速パルス長を計算、入力設定します。         

＜四輪の場合＞ 1,569.85 ÷ 車速パルス数 ＝ 車速パルス長（有効１００以上） 
＜二輪の場合＞   714.29 ÷ 車速パルス数 ＝ 車速パルス長（有効１００以上） 

※ タイヤサイズを純正品から変更されている場合は、タイヤ直径のサイズアップ率を上

記の車速パルス長にかけたものを入力設定してください。又車両によりましては、上

記 JIS 規格にあてはまらない場合もありますが、ご了承下さい。 

 
※ 車速パルス数が２パルスの時は、弊社オプションの［車速パルス変換機］のご使用をお

勧めします。 
※ 車速パルス長が１００以下になってしまう場合には 本体装置の改造で車速パルス数

を 1/4 にする事ができますのでお問い合わせ下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１３．EXTRA端子 接続方法  ※ S Separate 100 Plus のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. アナログ 1 0-5V 17. --- 11.ステータスランプ 2 点灯 6. --- 
 2. アナログ 2 0-5V 18. --- 12.ステータスランプ 1 点灯 7.GND 
 3. アナログ 3 0-5V 19. --- 13.NC13 8.GND 
 4. アナログ 4 0-5V 20. --- 14.NC14 9.NC9 
 5. アナログ 5 0-5V 10.NC10 21. --- 15.GND 
 22. --- 16.NC16 
 

 

 

 
LAPCOM 側コネクタ AS012-35SN  
車体 側コネクタ AS612-35PN  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．電源の ON/OFF 

 
ON -------- 電源スイッチを１秒押します。 

OFF ------- 電源スイッチを１秒押します。 
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７．パラメータの設定 

＜本体をパラメータ設定の画面にする方法＞ 

 

１． ディスプレイ画面に[READY]が表示されているのを確認してださい。[READY]が

表示されていない場合は、CLEAR キーを押して表示させてください。 

２． SHIFTキーとMODEキーを同時に３秒長押しするとパラメータ設定画面に切り替

わり、ディスプレイ左上にパラメータ NO.が表示されます。 

３． CLEAR キーを押して、No.0～19 までのパラメータを順に設定してください。 

MODE キーを押すと、パラメータ No.降順に設定が確認できます。 

４． CLEAR キーを３秒長押しすると設定が確定され、初期画面に戻り[READY]が表示

されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

READY 表示 

 

SHIFT キー 

MODE キー 

＋ ３秒 

パラメータ設定画面へ

パラメータ No.表示 

SHIFT キー SET キー SHIFT キー 

MODE キー 

SHIFT キー 

MODE キー 

SHIFT キー SET キー 

CLEAR キー

主に点滅箇所や桁
数を移動させます。

主に数値を入力・選
択します。 

次の設定画面へ移
動させます。 
 
３秒長押しで設定
を確定します。 

設 定 を 降 順 に 確
認・設定できます。

現在の設定を表示 
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NO.０：カレンダーと時刻の設定 
 
現在の年(西暦)、月日、時刻を設定します。 

 

※ パラメータ設定画面の初期画面は、NO.1 なっています。NO.0 の設定にするには、

MODE キーを押します。 

 

１． 年(西暦)の二桁目が点滅します。SET キーを押して数値を入力します。 

２． SHIFT キーを押すと、点滅が西暦の一桁目に移動します。同様に SET キーを押し

て数値を入力します。 

３． 以下同様に、月→日→時刻の順に設定していきます。 

４． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。  

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 

※ 西暦は下二桁のみの表示・設定になります。時刻は 24 時間表示です。 

 

        

2015 年 10 月 18 日  １３時５５分 の設定画面  

 

 

時日

月 パラメータ No. 年 
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NO.１：エンジン又は車両種別アワーメータ、トリップメータ、オドメータの表示 

 

最大５種類のエンジンや車両別のアワー・トリップ・オドが記録・表示できます。 

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.1 を表示して下さい。 

 

１． パラメータ No.右側に、ハイフン又は数値が点滅します。SET キーを押して登録

させたい No.を入力します。車両別に管理しない場合は、ハイフンを設定してく

ださい。 

２． トリップとオド・アワーメータを 0 にリセットするには、リセットしたい No. 

の画面を表示し、SHIFT キーを３秒長押します。 

※ 01---の表示画面では、トリップメータのみ 0 にリセットできます。 

３． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 

※ アワーメータは、エンジン回転数を計測していない場合は積算されません。 

 ※ オド・トリップメータは、速度を計測していない場合は積算されません。 

 

 

 

 

オドメータアワーメータ

パラメータ No. 

エンジン又は車両 No.  個別管理しない場合は ---を設定する。

トリップメータ 
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NO.２：バックライトの設定 ※バックライト装着機種のみ。 

 

バックライトの明るさを設定します。 

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.2 を表示して下さい。 

 

１． 画面右上に、バックライト輝度表示が点滅します。SET キーを押して、バックラ

イトの OFF(0)か ON（1-2）を選択してください。ON の場合の明るさは、2 がも

っとも明るくなります。 

２． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 

※ 初期画面からパラメータ設定画面に切り替えたときに、バックライトの

ON/OFF の設定にかかわらず、最も明るい状態で 7 秒間点灯します。 

 

 

バックライト輝度パラメータ No. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.３：計測区間の設定 

 

最初に、コースに設置されているラップタイムを計測するビーコンと、区間タイムを

計測するビーコンの合計設置数を設定し、つぎにピットアウトして最初に検出するビ

ーコン No.を入力します。 

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.3 を表示して下さい。 

 

１． ビーコンの合計設置数を設定する表示部分が点滅します。SET キーを押して、コ

ースに設置されているビーコンの合計数を入力します。 
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２． SHIFT キーを押して点滅を右に移動し、SET キーを押して最初に検出するビーコ

ンの No.を入力します。 

３． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 

最初に検出するビーコン No.

パラメータ No.

設置ビーコンの合計数 コースインして 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【最初に検出するビーコン No.の設定】 

ラップ計測用ビーコンを No.1 とすると、車両がピットアウトしてコースインした時、

コース上で最初に検出するビーコンは No.２の区間計測用ビーコンとなります。 

 

 

 

 

ピット 

No.1 ラップビーコン 
区間① 

区間② 
区間③ 

No.2 ビーコン 
No3 ビーコン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コース設置ビーコン総数が１の場合の設定は、“１－１”となります。 

※区間計測を行わない場合の設定は、“１－１”となります。 
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NO.４：センサーオフタイマーの設定 [初期値：001] 

 

ビ ー コ ン を 検 出 し て か ら 、 一 定 時 間 セ ン サ 機 能 を 休 止 し ま す 。   

ラップビーコンを検出した後、区間計測用ビーコンを通過し終わるまでの間、センサ

機能を無効にしてラップタイムのみを計測する場合などに休止時間を設定します。 

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.4 を表示して下さい。 

 

１． SEC コメント右側に、時間設定３桁目の数値が点滅します。SET キーを押すごと

に数値が変わります。SHIFT キーで桁数を移動させ、SET キーで数値を入力しま

す。１秒単位で、最長 599 秒まで設定することができます。        

２． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 
 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 
※ 通常は初期値の 001 を設定します。 

※ 周回タイムより長い時間を設定するとラップタイムが計測できなくなります。 
 
 

時間は秒で設定パラメータ No.
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NO.５：車速パルス長の設定  

      

５－－－ スピードセンサ不要、クラッチ無しでエンジン直結の場合

 

カートなどクラッチの無いエンジンと駆動軸が直結の車両では、エンジン回転数から

速度を演算して表示しますので、スピードセンサは不要となります。 

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.5 を表示して下さい。 

 

１． パラメータ No.右側に、ハイフン又は数値が点滅します。SET キーを押してハイ

フンを選択します。 

２． SHIFT キーを押して、駆動するタイヤの外周長設定箇所まで点滅を移動させ、SET

キーを押して数値を入力します。 

３． 同様に、ドライブ側スプロケット歯数と、ドリブン側スプロケット歯数を入力

します。 

４． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

ドリブン側 
スプロケット歯数

ドライブ側 
スプロケット歯数

駆動するタイヤの外周長 パラメータ No. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラグコードから回転
を取得する場合に、信号
の強度によって車速ポ
ートに影響を及ぼすこ
とがあります。スピード
センサを使用しない場
合は、付属の終端プラグ
を、必ず装着してくださ
い。 
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５－－１ スピードセンサを使用する場合

 

スピードセンサを使用して、速度を計測する場合に設定します。 

 

１． パラメータ No.右側に、ハイフン又は数値が点滅します。SET キーを押して１を

入力します。 

２． SHIFT キーを押して、車速パルス長設定箇所まで点滅を移動させ、SET キーを押

して数値を入力します。タイヤ外周の実測値を、センサ検出用トリガの数で割

った数値を、車速パルス長として入力してください。 

車速パルス長 ＝タイヤ外周の実測値÷取り付けたマグネットトリガ(磁石)の数  

※ ECU から車速信号を取り込む場合は、「ECU 車速／回転信号 接続方法」の頁をご参照

下さい。 

３． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。             

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 
 

パラメータ No.

車速パルス長

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NO.６：速度表示単位の設定     

 

速度表示単位を、ｋｍ/ｈ またはｍ/ｈ（マイル）を選択できます。 

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.6 を表示して下さい。 

 

１．速度単位表示が点滅します。SET キーを押して、どちらかを選択してください。 

２．CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

※ ｋｍ/ｈを設定すると、温度表示も自動的に摂氏表示に設定されます。ｍ/ｈを

設定すると、自動的に華氏表示に設定されます。 
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Km/h

パラメータ No. 

速度表示単位 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NO.７：ロギング開始・終了条件の設定     

 

※ ロギングをするには、車速とラップタイムの計測が必須になります。 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.7 を表示して下さい。 

 

７－－－ メモリーカードを装着しない。（計測と表示のみ）

 

メモリーカードは不要で、ロギングは行いません。 

 

１． パラメータ No.右側に、ハイフン又は数値が点滅します。SET キーを押してハイ

フンを入力します。 

２． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 
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７－－１ ラップタイム計測周回のみをロギングする（初期値：２０ｋｍ/ｈ、599 秒） 

 

アウトラップ、インラップ周回の計測は行いません。 

ラップタイム計測周回のデータだけをロギングします。 

 

※ メモリーカードが必要になります。 

※ スピードの計測が必要です。スピードを計測していない場合、ロギングができ

ませんので注意してください。 

 

１． パラメータ No.右側に、ハイフン又は数値が点滅します。SET キーを押して 1を

入力します。 

２． SHIFT キーを押して点滅を速度表示に移動させ、SET キーで数値を入力します。

設定した速度に達するとロギングの準備を開始します。 

ロギングは、最初のラップビーコンを通過した時点で開始されます。 

３． 次に、SHIFT キーを押して点滅を時間表示に移動させ、SET キーで数値を入力し

ます。２．で設定した速度を下回り、ここで設定した時間だけ経過すると、ロ

ギングは自動的に終了します。 

４． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 

時間設定 速度設定 

パラメータ No.

Km/h

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設定速度に達するとロギング

の準備を開始します。 

設定速度を下回り、設定時間を経

過するとロギングは終了します。 

 

車両がピットアウトして速度が２０ｋｍ/ｈを上回ると、ロギングの準備を開始します。 

 

周回を繰り返した後、 ピットロードへの侵入で、２０ｋｍ/ｈを下回ると、それから

５９９秒経過の後、ロギングは自動的に終了します。 
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※ ロギングを終了しないで電源を OFF にしないでください。ロギングデータが破

損します。 

※ 手動でロギングを終了するには、CLEAR キーを押します。 

※ ピットに帰還した際に、すみやかにロギングを自動終了させる場合は、短い時

間を設定してください。 

※ ピットインの際には、必ずロギングを終了させてください。 

 
７－－２ ピットアウトからピットインまでの周回データをロギングする 

 
ピットアウトからピットインまでの全周回データをロギングします。 

  

※ メモリーカードが必要になります。 

※ スピードの計測が必要です。スピードを計測していない場合、ロギングができ

ませんので注意してください。 

 

 

１． パラメータ No.右側に、ハイフン又は数値が点滅します。SET キーを押して２を

入力します。 

２． SHIFT キーを押して点滅を速度表示に移動させ、SET キーで数値を入力します。

設定した速度に達するとロギングが開始されます。 

３． 次に、SHIFT キーを押して点滅を時間表示に移動させ、SET キーで数値を入力し

ます。２．で設定した速度を下回り、ここで設定した時間だけ経過すると、ロ

ギングデータの、メモリーカードへの記録を自動的に終了します。 

４． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 
 

時間設定 速度設定 

パラメータ No. 

Km/h

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設定速度に達するとロギング

を開始します。 

設定速度を下回り、設定時間を経

過するとロギングは終了します。
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車両がピットアウトして速度が２０ｋｍ/ｈを上回ると、ロギングデータが開始されま

す。 

計測周回を終了して、ピットロードで車両速度が低下して２０ｋｍ/ｈを下回り、その

後２０秒経過したとき、ロギングは自動的に終了しメモリーカードへの記録が終了し

ます。 

※ ロギングを終了しないで電源を OFF にしないでください。ロギングデータが破

損します。 
※ 手動でロギングを終了するには、CLEAR キーを押します。 

※ ピットに帰還した際に、すみやかにロギングを自動終了させる場合は、短い時

間を設定してください。 

※ ピットインの際には、必ずロギングを終了させてください。 
※ コースアウトして速度が設定速度を下回っても、設定時間以内にコースに復帰

すれば、ロギングは中断されません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



７－－３ エンジンの始動から停止までの間のデータをロギングする 

 

※ メモリーカードが必要になります。 

※ エンジン回転信号を取得していない場合ロギングが開始されませんので注意し

てください。 

 

 

１． パラメータ No.右側に、ハイフン又は数値が点滅します。SET キーを押して３を

入力します。 

２． SHIFT キーを押して点滅をエンジン回転数表示に移動させ、SET キーで数値を入

力します。 設定したエンジン回転数に到達すると、ロギングデータが開始さ

れます。また、設定したエンジン回転数以下になると、ロギングは自動的に終

了しメモリーカードへの記録が終了します。 

３． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 
 

設定した回転数に達するとロギングを開始します。 

エンジン回転数の設定 

パラメータ No. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 また、設定した回転数以下になるとロギングを終了し

ます。  
 
 

※ ロギングを終了しないで電源を OFF にしないでください。ロギングデータ

が破損します。 
※ 手動でロギングを終了するには、CLEAR キーを押します。 

※ ピットに帰還した際に、すみやかにロギングを自動終了させる回転数に設

定してください。 

※ ピットインの際には、必ずロギングを終了させてください。 
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NO.８：タコメータポジションの設定     

 

エンジンの種類を設定します。 

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.8 を表示して下さい。 

 

１． タコメータポジション表示が点滅します。SET キーを押して、タコメータのポジ

ションを選択してください。下記の一覧表をご参照下さい。 

２． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 
※ まれに下記ポジションにて適合しないことがあります。その場合には数値を変

更して適性ポジションでご使用下さい。 

 
Ｐ：１ 4 ストローク １ 気筒 
Ｐ：２ 2 ストローク 

4 ストローク 
1 気筒 
2 気筒 

Ｐ：３ 4 ストローク 3 気筒 
Ｐ：４ 2 ストローク 

4 ストローク 
2 気筒 
4 気筒 

Ｐ：６ 2 ストローク 
4 ストローク 

3 気筒 
6 気筒 

Ｐ：８ 4 ストローク 8 気筒 
Ｐ：１０ 4 ストローク 10 気筒 
Ｐ：１２ 4 ストローク 12 気筒 

 
 
 パラメータ No. 

タコメータポジション
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NO.９：インフォメーションランプの設定とバーグラフフルスケール     

 

９－－１～５まで、それぞれの LED にエンジン回転数警告ランプを設定することが出

来ます。設定したエンジン回転数を超えると、該当する LED が点灯します。 

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.9 を表示して下さい。 

１． パラメータ No.右側に、ハイフン又は数値が点滅します。SET キーを押して、設

定したい LED の数値を入力します。数値は下図参照。 

２． SHIFT キーを押して、点滅をエンジン回転数表示へ移動させます。SET キーでエ

ンジン回転数を入力します。下記の一覧表をご参照下さい。 

３． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 
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※ 9--5(LED:赤)のエンジン回転数を、12,000rpm を超えて設定すると、バーグラフの

スケールが、12,000rpm から 23,000rpm 表示に、自動的に切り変わります。 

パラメータ No. 

エンジン回転数表示 

9--5 赤 

9--4 赤 

9--3 オレンジ

9--2 緑 

9--1 緑 

12,000rpm スケール 23,000rpm スケール 

 
 
 
 
 
 
 
 



NO.１０(TEMP1)＆１１(TEMP2)：温度上限・下限アラームの設定     

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.10/11 を表示して下さい。 

 

１０┘┘┘ TEMP1 上限アラームの設定（初期値：000 アラーム無効） 

 

温度が設定値まで上昇すると、「℃」が点滅し、右側のオレンジ色 LED が点灯します。 

 

１． パラメータ No.右側に、┘┘┘（上限マーク）又は┐┐┐（下限マーク）が点滅

します。SET キーを押して、┘┘┘（上限マーク）を選択します。 

２． SHIFT キーを押して点滅を温度表示に移動させ、SET キーで数値を入力します。 

３． このまま TEMP1 下限アラームを設定する場合は、SHIFT キーを押して点滅をパラ

メータ No.右側に移動させます。 

４． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 

 

 
パラメータ No. 温度表示  
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１０┐┐┐ TEMP1 下限アラームの設定（初期値：000 アラーム無効） 

 

温度が設定値まで下降すると、「℃」が点滅し、左側のオレンジ色 LED が点灯します。 

 

１． パラメータ No.右側に、┘┘┘（上限マーク）又は┐┐┐（下限マーク）が点滅

します。SET キーを押して、┐┐┐（下限マーク）を選択します。 

２． SHIFT キーを押して点滅を温度表示に移動させ、SET キーで数値を入力します。 

３． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 

 
パラメータ No. 温度表示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同様に、NO.１１(TEMP2)の温度上限・下限アラームの設定を行います。 
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NO.１２(Press1)＆１３(Press2)：圧力上限・下限アラームの設定     

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.12/13 を表示して下さい。 

 

１２┘┘┘ PRESS1 上限アラームの設定（初期値：000 アラーム無効） 

 

圧力が設定値まで上昇すると、「MPa」が点滅し、右側のオレンジ色 LED が点灯します。 

 

１． パラメータ No.右側に、┘┘┘（上限マーク）又は┐┐┐（下限マーク）が点滅

します。SET キーを押して、┘┘┘（上限マーク）を選択します。 

２． SHIFT キーを押して点滅を圧力センサの最大定格表示に移動させます。SET キー

を押すごとに １MPa・２MPa・５MPa・１０MPa と切り替わるので使用する圧力

センサの最大定格数値を入力します。 

３． SHIFT キーを押して点滅を圧力表示に移動させ、SET キーで数値を入力します。 

４． このまま PRESS1 下限アラームを設定する場合は、SHIFT キーを押して点滅をパ

ラメータ No.右側に移動させます。 

５． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 

 

 
パラメータ No. 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用する圧力センサ

の最大定格 

 

 

 

 

 圧力表示
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１３┘┘┘ PRESS1 上限アラームの設定（初期値：000 アラーム無効） 

 

圧力が設定値まで上昇すると、「MPa」が点滅し、左側のオレンジ色 LED が点灯します。 

 

１． パラメータ No.右側に、┘┘┘（上限マーク）又は┐┐┐（下限マーク）が点滅

します。SET キーを押して、┘┘┘（上限マーク）を選択します。 

２． SHIFT キーを押して点滅を圧力センサの最大定格表示に移動させます。SET キー

を押すごとに １MPa・２MPa・５MPa・１０MPa と切り替わるので使用する圧力

センサの最大定格数値を入力します。 

３． SHIFT キーを押して点滅を圧力表示に移動させ、SET キーで数値を入力します。 

４． このまま PRESS2 下限アラームを設定する場合は、SHIFT キーを押して点滅をパ

ラメータ No.右側に移動させます。 

５． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 

 

 

 

使用する圧力センサ

の最大定格 

圧力表示

パラメータ No.
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NO.１４：ステアリング舵角のキャリブレーション     

 

ステアリングの舵角を計測するための設定です。 

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.14 を表示して下さい。 

 

１． ステアリング舵角センサを車両に取付け、センサを LAPCOM 本体に接続します。

インジケーターの「TEACH」が点滅していることを確認して下さい。インジケー

タのマークは右側にあります。「TEACH」点滅していない場合、LAPCOM 本体がセ

ンサを認識していません。接続を確認し、電源を再投入します。 

２． 最初は、ステアリングを右側に切ったまま、SET キーを２秒長押しします。 

 

 

 
パラメータ No. 

センサ出力下限値 インジケータ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ステアリングを右に切
って SET キーを２秒長
押しする 

 
インジケータのマ
ークは右側にある  

 

 

 

３． 正常にキャリブレーションされた場合、センサ出力下限値が自動的に確定され、

インジケータのマークは左側に移動します。 

４． ステアリングを左に切ったまま、SET キーを２秒長押しします。 

５． 正常にキャリブレーションされた場合、センサ出力上限値が自動的に確定され、

その後、次の設定画面（パラメータ No.15）に切り替わります。 
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パラメータ No. 

センサ出力上限 5V 未満 インジケーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ステアリングを左に切
って SET キーを２秒長
押しする 

 インジケータのマ
ークは左側に移動  

 

 

※ センサ出力は 0.01～4.99 の範囲で使用してください。 

※ おおむね 5ＫΩを超える変位センサは使用できません。 

 

 

 

 

 

NO.１５：スロットル開度のキャリブレーション     

 

スロットル開度を計測するための設定です。 

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.15 を表示して下さい。 

 

１． ロットル開度センサを車両に取付け、センサを Lapcom 本体に接続します。イン

ジケーターの「TEACH」が点滅していることを確認して下さい。インジケータの

マークは下側にあります。「TEACH」点滅していない場合、Lapcom 本体がセンサ

を認識していません。接続を確認し、電源を再投入します。 

２． スロットルを閉じた状態で SET キーを２秒長押しします。 

 - 40 -



 

 

 

 

パラメータ No. 

センサ出力下限値 インジケータ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インジケータ
のマークは下
側にある 

 

スロットルを閉じた状
態で SET キーを２秒長
押しする 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 正常にキャリブレーションされた場合、センサ出力下限値が自動的に確定され、

インジケータのマークは上側に移動します。 

４． スロットルを最も開いた状態で SET キーを２秒長押しします。 

５． 正常にキャリブレーションされた場合、センサ出力上限値が自動的に確定され、

その後、次の設定画面（パラメータ No.16）に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 41 -



 

 

 

 

 

 
パラメータ No. 

センサ出力上限値 インジケータ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インジケータ
のマークは上
側にある スロットルを最も開い

た状態で SET キーを２
秒長押しする 

 
 
 
 
 
 
 
 

※ センサ出力は 0.01～4.99 の範囲で使用してください。 
※ 5ＫΩを超える変位センサは使用できません。 
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NO.１６：ギア表示の設定     

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.16 を表示して下さい。 

 

１６－－－ ギア表示しない

 

１． パラメータ No.右側に、ハイフンまたは数値が点滅します。SET キーを押してハ

イフンを入力します。 

２． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 

１６－－１ ギアレシオを演算させる

 

取付ける車両の変速比などの情報がない場合、実際に走行しながら、各ギアＮｏ．の

最終減速比を演算させます。 

※ 正しく表示するために、速度は駆動側の車輪で取得してください。 

 

１． パラメータ No.16 の右側に、ハイフンまたは数値が点滅します。SET キーを押し

て１を入力します。 

２． SHIFT キーを押して点滅を、総ギア数表示箇所まで移動させます。SET キーを押

して、総ギア数を入力します。 

３． SHIFT キーを押して点滅を、許容誤差表示箇所まで移動させます。SET キーを押

して、許容誤差を入力します。※ 最初は 3％から始めて下さい。 

４． SHIFT キーを押して点滅を、パルス数表示箇所まで移動させます。SET キーを押

して、パルス数（取り付けたマグネットトリガ(磁石)の数）を入力します。 

５． SHIFTキーを押して点滅を、ギアNo.表示箇所まで移動させます。実際に走行し、

SET キーを押して、1 速のときギア No.に１を入力し、TEACH のコメントが点灯

するまでは SET キーは押したままにしてください。  本体は、演算を開始し

ています。しばらくして TEACH のコメントが消え、ギアレシオ表示部に数値が

出れば、TEACH 完了です。 
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許容誤差 

ギア No. 

パルス数 

（取り付けたマグネッ

トトリガ(磁石)の数） 

パラメータ No. 

総ギア数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

TEACH のコメント ギアレシオ表示 

パラメータ No. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． 手順４．以降を繰り返し、同様に各ギアの最終減速比を演算・設定していきま

す。 

７． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

※ 各ギア間のギア比が近い場合、ギア表示がばらつくことがあります。許容誤差

の値を小さくすることで改善されます。 

 

１６－－２ ギアレシオを数値入力する

 

取付ける車両の１次減速比、２次減速比、各ギアの変速比などの正確な情報がある場

合は、各ギアＮｏ．のギアレシオを直接数値入力します。 

※ 速度を駆動輪以外で取得している場合、正しいギアを表示できません。 

※ 総ギア数とパルス数の設定は、16-—1 で行います。 

※ 16-—1 と 16—-2 の設定では相互にパラメータ情報を共有し、連動しています。

どちらのギアレシオの数値を変更しても、共に反映されます。 

 

１． パラメータ No.右側に、ハイフンまたは数値が点滅します。SET キーを押して２

を入力します。 

２． SHIFT キーを押して点滅を、ギアレシオ表示箇所まで移動させます。取付ける車

両の１次減速比、２次減速比、各ギアの変速比などから、１速のギア最終減速

比を計算します。SET キーを押して、その数値を入力します。 

３． SHIFT キーを押して点滅を、ギアＮｏ．表示箇所まで移動させます。SET キーを

押して、１速のとき、ギアＮｏ．に１を入力します。 
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パラメータ No. 

ギアレシオ表示 

ギア No.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ.１７：ロギング間隔の設定   

 

ロギング間隔を選択できます。 

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.17 を表示して下さい。 

１． ロギング間隔の表示が点滅します。SET キーを押して、Ｓ(0.1 秒間隔)・Ｍ(0.2

秒間隔)・Ｌ(0.5 秒間隔)・無灯(0.05 秒間隔)のいずれかを、選択します。 

※ 通常、Ｓ以外の設定にしないで下さい。 

※ 無灯(0.05 秒間隔)は、S ALL 100 PLUS・S LITE 100 PLUS・S SEPA 100 PLUS 機

種のみ可能です。 

２． CLEAR キーを押す、次の設定画面に切り替わります。 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 
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パラメータ No. 

ロギング間隔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



NO.１８：ボーレートの設定   

テレメトリー用通信機器 や GPS レシーバを運用する場合の通信速度を設定します。 

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.18 を表示して下さい。 

 

１８－－－ テレメトリー用通信機器の通信速度を選択します。 

 

１． パラメータ No.右側に、ハイフン又は数値が点滅します。SET キーを押してハイ

フンを入力します。 

２． ボーレートの表示が点滅します。SET キーを押して、96(9600bps)～

576(57600bps)のなかから、使用する通信機器の通信速度に応じて選択します。 

３． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 
 
 
 
 

パラメータ No. 

ボーレート

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IP 通信アダプタ 

弊社製 IP 通信アダプタを接続することで FOMA パケット通信網を利用してエンジン回

転数、速度等の走行データをピットなど遠隔でリアルタイムに確認ができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 - 46 -
 



１８－－１ GPSレシーバの通信速度を設定します。 

 
１． パラメータ No.右側に、ハイフン又は数値が点滅します。SET キーを押して１を

入力します。ディスプレイ画面に[GPS] が表示されます。 

２． SHIFT キーを押して、ボーレート設定箇所まで点滅を移動させ、SET キーを押し

て 192(19200bps)を選択します。 

３． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 
 
 
 
 
 

パラメータ No. 

ボーレート 

GPS 表示 
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NO.１９：前周回、ベストラップ、目標ラップとの比較表示   

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.19 を表示して下さい。 

 

１９－－１ 前周回との比較

 

最新のラップタイムを、前周回のラップタイムと比較する場合に設定します。 

 

１． パラメータ No.右側に、ハイフン又は数値が点滅します。SET キーを押して１を

入力します。 

２． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 

※ タイム差は、一周走行後にパラメータＮｏ．表示部分に表示されます。 

 

 

 
パラメータ No.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイム差の表示
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１９－－２ ベストタイムとの比較

 

最新のラップタイムを、ベストラップタイムと比較する場合に設定します。 

 

１． コースを走行後、ベストタイムの表示を行います。表示されたベストタイムと

の比較になります。 

※ 走行中に、ベストタイムが更新されても、比較の基準となるベストタイムは更

新されません。 

 

２． パラメータ設定画面にして、パラメータＮｏ.１９を表示させます。パラメータ

No.右側に、ハイフン又は数値が点滅します。SET キーを押して２を入力します。

BEST のコメントが表示されます。 

３． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

※ タイム差は、一周走行後にパラメータＮｏ．表示部分に表示されます。 

 

 
パラメータ No. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイム差の表示

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ コースをショートカットした場合等、無効タイムがベストラップとして表示さ

れるのを回避するために、そのタイム情報を消去し、正しいベストラップタイ

ムの表示を行います。 
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１９－－３ 目標ラップとの比較

 

最新のラップタイムを、設定した目標ラップタイムと比較する場合に設定します。 

 

１． パラメータ No.右側に、ハイフン又は数値が点滅します。SET キーを押して３を

入力します。 

２． SHIFT キーを押して、点滅を目標ラップタイム設定箇所に移動させます。SET き

ーを押して数値を入力します。 

３． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

※ タイム差は、一周走行直後に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標ラップタイム

パラメータ No. 

タイム差の表示
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NO.２０：速度・エンジン回転数のサンプリング平均回数   

 

 

速度とエンジン回転数のサンプリング平均回数を設定できます。平均回数を少なくす

ると応答性が良くなります。 

 

※ CLEAR キーを押して、パラメータ No.20 を表示して下さい。 

 

１． 速度サンプリング平均回数表示が点滅します。 SET キーを押して数値を入力し

ます。 

２． SHIFT キーを押して点滅を、エンジン回転数サンプリング平均回数表示に移動さ

せます。SET キーを押して数値を入力します。 

３． CLEAR キーを押すと、次の設定画面に切り替わります。 

設定を終了する場合は、CLEAR キーを３秒長押しします。 

 

 

 
 

エンジン回転数 
サンプリング平均回数

パラメータ No. 

速度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サンプリング平均回数 
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８．パラメータ設定の保存と転送 

 

  本体のパラメータ設定をメモリーカードに保存したり、またメモリーカードのパラメ

ータ設定を本体に転送することが可能です。 

 

※ メモリーカードに記録するファイル名は「PARA」拡張子は「.bin」となります。 

※ ファイル名および拡張子を「PARA.bin」以外に変更すると、ロガーが認識でき

なくなります。 

※ メモリーカードはフォーマットしないで下さい。フォーマットしたメモリーカ

ードは使用できなくなります。 

※ PP--2 で終了した場合、メモリーカードに保存されたパラメータで運用するこ

とが出来ますが、通常は本体メモリー（PP--1）で運用するようにしてください。 

 

 

＜本体メモリーのパラメータをメモリーカードへ保存する方法＞ 

 

１． ディスプレイ上に [READY] が表示されているのを確認してください。[READY] 

が表示されていない場合は、CLEAR キーを押して表示させてください。 

２． メモリーカードを本体に装着してください。 

３． スイッチ１と SHIFT キーと MODE キーを同時に３秒長押しします。パラメータ選

択画面に切り替わり、ディスプレイ上に PP--1 または PP--2 が表示されます。 

４． SET キーを押して、PP--1 を表示させてください。 

５． SHIFT キーを３秒長押しします。ディスプレイ表示が一瞬消灯し、本体メモリー

に設定したパラメータがメモリーカードへ保存されます。 

６． ディスプレイ上に PP--1 が表示されていることを確認し、CLEAR キーを３秒長押

しします。初期画面に戻り、[READY]が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

READY 表示 

 

SHIFT キー 

MODE キー 

＋３秒

SHIFT キー 

MODE キー 

スイッチ 1 

＋

【本体正面】 

パラメータポジション画面へ
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PP--1又はPP--2
が表示される 

SHIFT キー SET キー SHIFT キー SHIFT キー SET キー 

CLEAR キー

３秒長押しで、パラ
メータが本体→メモ
リーカード、または
メモリーカード→本
体へ転送される 

押すごとに、PP--1
と PP--2 の表示が
切り替わります 

PP--1 を表示させ、
３秒長押しで、終
了、[READY]表示に
もどる 

＜メモリーカードのパラメータを本体メモリーに転送する方法＞ 

 

１． ディスプレイ上に [READY] が表示されているのを確認してください。[READY] 

が表示されていない場合は、CLEAR キーを押して表示させてください。 

２． メモリーカードを本体に装着してください。 

３． スイッチ１と SHIFT キーと MODE キーを同時に３秒長押しします。パラメータ選

択画面に切り替わり、ディスプレイ上に PP--1 または PP--2 が表示されます。 

４． SET キーを押して、PP--2 を表示させてください。 

５． SHIFT キーを３秒長押しします。ディスプレイ表示が一瞬消灯し、メモリーカー

ドに保存したパラメータが、本体メモリーへ転送されます。 

６． SET キーを押して、PP--1 を表示させてください。 

７． ディスプレイ上に PP--1 が表示されていることを確認し、CLEAR キーを３秒長押

しします。初期画面に戻り、[READY]が表示されます。 
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９．走行中のデータ表示項目の選択 

 

以下のように走行中の表示データ項目を選択することが出来ます。 

 

SEC 区間タイムのリアルタイムカウント 

1Mpa Press１の圧力表示 

2Mpa Press２の圧力表示 

    V 内蔵バッテリーと外部バッテリーの電圧を交互に表示 

   G  横 G 値 
 
      G 縦 G 値 
    

θ   傾斜角 

m 走行距離 

    rpm エンジン回転数のリアルタイム表示 

 

SET キーを押すと、現在選択されている項目が点滅します。もう一度 SET キーを押し

て表示させたい項目を点滅させます。数秒後、点滅が消えて表示させたい項目が確定

されます。または CLEAR キーを押して選択を確定します。 

 

 

表示項目を選択

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

sec を選択した
場合の表示例 
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１０．走行中のデータ表示 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラップタイムの差 

バックライト
ON の時点灯 

スロットル開
度 

ステアリング
舵角 

速度 

メモリーカード
挿入時に点灯 

周回数 

最新の区間 No.と区間タイム
やラップタイム 

現在の走行区
間のタイムを
カウント（SEC
を選択した場
合） 

現在の温度 

現在のギアNo.

ロギング中に点灯
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１１．走行後のデータ確認 ※温度センサが本体に接続されていない場合、温度は表示されません。 

 

① ラップタイム ＆ BEST LAP表示 

 

１．ディスプレイ上に[READY]のコメントが表示された状態で、MODE キー又は SHIF

キーを押します。LAP のコメントが点滅し、ラップタイムが表示されます。SHIFT

キーを押すと昇順に、MODE キーを押すと降順にラップタイムが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SHIFTキー又はMODEキーを押す

[READY]表示画面 

LAP タイムを表示 

SHIFT キー 

MODE キー 

昇順にデータ
を確認 

SHIFT キー 

MODE キー 

降順にデータ
を確認 

LAP のコメントが点滅
し、ラップタイムを表示

表示ラップでの車速
の Max と Min を交互
に表示 

表示ラップでのエン
ジン回転数の Max と
Min を交互に表示 

表示されている周回
のラップタイム 周回数 
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２．BEST LAP を表示するには、MODE キーを３秒間押します。(BEST)のコメントと

ともに、BEST LAP が表示されます。MODE キーか SHIFT キーを押すと、１．の

ラップタイムの表示に戻ります。 

 
MODE キーを３秒押す  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MODE キー 

(BEST)のコメントが表
示され、BEST LAP を表示

BEST LAP
の周回数 

BEST LAP のエンジン
回転数の Max と Min
を交互に表示 

BEST LAP の車速の
MaxとMinを交互に表
示 

BEST ラップタイム 

BEST LAP を表示 

 

② 区間タイム＆ベスト区間タイム表示 

 

１．ラップタイム表示の状態から、MODE キーと SHIFT キーを同時に押すと、SEG の

コメントが点滅し、区間タイム表示に切り替わります。各LAPの区間タイムが、

MODE キーを押すごとに降順に、SHIFT キーを押すごとに昇順に表示されます。 

 
LAP タイム表示  

MODE キー＋ SHIFT キーを押す

区間タイムを表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昇順にデータ
を確認 

SHIFT キー 

MODE キー 

降順にデータ
を確認 

SEG のコメントが点滅
し、区間タイムを表示 

表示ラップの表示区
間でのエンジン回転
数の Max と Min を交
互に表示 

表示ラップの表示区
間での車速の Max と
Min を交互に表示 

区間数 
周回数 表示ラップの表示区

間の区間タイム 
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２．現在表示されている区間の、全周回中での BEST 区間タイムを表示するには、

MODE キーを３秒間押します。(BEST)のコメントとともに、BEST 区間タイムが

表示されます。 

MODE キーを３秒押す 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MODE キー 

BEST 区間タ
イムの周回数 

(BEST)のコメント
が表示され、BEST
区間タイムを表示 

区間数 

BEST区間タイムのエ
ンジン回転数の Max
と Min を交互に表示 

BEST 区間タイムの
車速の Max と Min を
交互に表示 

表示区間の BEST 区
間タイム 

BEST 区間タイムを表示 

 

 

 

③ 同一区間タイム＆ベスト区間タイム表示

１．区間タイム表示の状態から、MODE キーと SHIFT キーを同時に押すと、LAP と SEG

のコメントが両方点滅し、同一区間タイム表示に切り替わります。現在表示さ

れている区間の区間タイムのみが各ラップ毎に、MODE キーを押すごとに降順に、

SHIFT キーを押すごとに昇順に表示されます。 

 区間タイム表示 

MODE キー＋ SHIFT キーを押す

同一区間タイムを表示 

 

 

 

 

 

昇順にデータ
を確認 

SHIFT キー 

MODE キー 

降順にデータ
を確認 

区間数 
周回数 表示されている区間

の同一区間タイム LAP と SEG のコメントが点滅
し、同一区間タイムを表示 

表示区間でのエンジ
ン回転数のMaxとMin
を交互に表示 

表示区間での車速の
MaxとMinを交互に表
示 
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２．②の２．と同様に、現在表示されている区間の、全周回中での BEST 区間タイ

ムを表示するには、MODE キーを３秒間押します。(BEST)のコメントとともに、

BEST 区間タイムが表示されます。MODE キーと SHIFT キーを同時に押すと、ラ

ップタイムの表示に戻ります。（②の２．図参照） 

 

 

１２．走行データの消去 

＜走行データを１ラップづつ消去する方法＞ 

１．ディスプレイ画面に、[READY]が表示されていることを確認します。 

２．MODEキーまたはSHIFTキーを押して、消去したいラップのデータを表示させます。 

３．SET キーと CLEAR キーを、同時に３秒間押します。ラップタイムが[0：00：00]と

表示され、データが無効化されます。 

 

＜全ての走行データを一括消去する方法＞ 

１．ディスプレイ画面に、[READY]が表示されていることを確認します。 

２．SET キーと CLEAR キーを、同時に３秒間押します。ディスプレイ表示が一瞬消灯

し、全てのラップのデータが消去されます。 

 

 

１３．パラメータ設定を初期値にする方法 

１．ディスプレイ画面に、[READY]が表示されていることを確認します。されていない

場合は、CLEAR キーを押して表示させてください。 

２．SHIFT キーと SET キーと CLEAR キーを、同時に３秒間長押します。ディスプレイ

表示が一瞬消灯するのを確認してください。 

 

 

ディスプレイ消灯

READY 表示 

SHIFT キー SHIFT キー SHIFT キー 

MODE キー 

＋ 
SET キー 

CLEAR キー

３秒
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